 

作業ファルダの作成

　　ここではfujimotoというファルダを作業フォルダとして作成している。

１．MAX+Ⅱを起動させる
２．回路の作成

　File　→　Newを選択すると下図のウィンドウが出てくる。

　Text Editor fileを選択しOKを選択する。

Text Editorに下のように入力します。　なお、この記述は16進カウンタです。
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ファイルを保存する
File　→　Save Asを選択すると下図が出てくる
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３．Deviceの設定

Assign　→Deviceを選択すると下図が出てくる。
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４．作業ファイルを指定する。

File　→ Project　→ Set Project to Current File　

５．コンパイルする
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６．シミュレーション

File　→　New
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下のようなウィンドウが表示されるのでWaveform Editor fileを選択し、

OKをクリックする
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下のようなウィンドウが表示さる
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メニューバーから　Node　→　Enter Nodes from SNF　を選択する
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下のようなウインドウが表示される

ListをクリックするとAvailable Node & Groupsにシミュレート可能な信号が表示される

選択して　＝＞　ボタンをクリックし、シミュレーションしたい信号をリストアップする

ここでは、clkとQ　をリストアップする

選択が終了したらOKをクリックする
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下のように選択した信号が表示される
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シミュレーション時間の設定

File　→　End Time
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下のウインドウが表示されるので、シミュレーション時間を入力、OKをクリックする

ここでは、1.0μsとする（入力にはμの代わりにアルファベットのuを使用する）
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グリッドの設定

Option をクリックする

Snap to Grid にチェックがついていることを確認する

Snap to Grid　にチェックがついていると、指定したグリッド幅単位で波形を入力できる

任意幅の波形入力を行いたい場合はこのチェックをはずす
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グリッドサイズの設定

Option →　Grid Size
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下のウィンドウが表示されるので、Grid Sizeを入力しOKをクリックする
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入力波形の設定

clkをクリックして選択し、時計の画のボタンをクリックする
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今回は、そのままOKをクリックします。
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下のようにクロックが設定できます

[image: image19.png]s Option

DzEsl %\%\E o W A\B\E\@\&Ml @@:ﬁ.

Window Help

Hae 2A2

15

>

xi-= 509

@
x|
=

Start: [0.0ns

End: [1.0us Interval

1.0us

200.0ns 400.0ns

A

600.0ns

800.0ns





ファイルの保存

File　→　Save As
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下のウィンドウが表示されます。

初期値として回路と同じ名前（拡張子はscf）が設定されています。

変更してもかまいませんが、ここでは、そのままOKをクリックします。
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シミュレーターボタンをクリックする
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下のウィンドウが表示されるので、Start　をクリックする
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シミュレーションが終了すると下のウィンドウが表示されるのでOKをクリックする
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シミュレーション結果がWaveform Editorに反映されているので確認する

[image: image25.png]Msplus T File Edit View Node Assien Uiliies Options Window Help ETEY]

DERsl & Bel ol e oRBE S L £ HEE &

[Ty | Stert [00ns [I3] End: [1.0us Interval: [1.0us ii

Al

3| Narne Valus 100.0ns 200.0ns 300.0ns 40001
lamm clk [

UUUUUUyuuyyyyIyuyyy
o Ho

28|

=

SRR





信号Qを選択し、Node　→　Ungroup を選択する。

グループ化された信号を分割して表示できます。
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配置配線とFPGAコンフィグレーションについては回路図編と同様ですので省略します。

初期値





何グリッド毎に波形を変化させるか





①ファルダをダブルクリックにより作業フォルダ選択する





③ファイルの名前を入力する。


（モジュール名と同じ名前にする）





④OKをクリックする。





①ACEX1Kを選択





②チェックがついて


　いたらはずす





③EP1K10TC100-3を選択
































②Startをクリック





①コンパイルボタンを押す









































②.Vを選択する
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